
 

ソーシャルメディアを駆使してアフリカの難民支援に取り組む 
NPO団体「フォージ」 

 
NPO団体 フォージのエリクソン氏�右� 
  

2人目は、ソーシャルメディアを利用したアクティビズムとい�パネルで登壇し
ていたNPO団体 FORGE�フォージ�の 
創業者兼エグゼクティブ・ディレクター、シェアステン・エリクソンさん�26歳
�。彼女が初めてアフリカを訪れたのは17歳の時、難民の置かれている状況 
を見るにつけ、いてもたってもいられず、難民支援のプロジェクトを立ち上げた

のは6年前、彼女がまだ20歳の時だった。 
 

本を寄付で集め図書館を作るプロジェクトから始まり、現在ではコンピューター

センター、女性の自立支援センターの設立等、延べ約1億円以上の寄付金を集め
、170人のスタッフを5カ国で統括し、7万人以上の難民に職業訓練、自立支援の
ための支援を行っている団体だ。 



 

 
フォージのWebサイト 
 

堅実なプロジェクトの実行もさることながらFORGEの特徴はブログ、Facebook
と呼ばれるSNSなどのソーシャルメディアを巧みに利用して支持者とのコミュニ
ケーションを図り、寄付金を集めるところにある。つい先日�10月2日�も代表の
エリクソンさんは「Twitter」�ツイッター�が 
正式に推薦するユーザーに選ばれ�10月2日�、彼女のTwitterをフォローしている
人はわずか3週間で約1000人から9万人を超えるほどに増え 
た。フォローする人は今後ますます増えることが予想され、Twitterによりビジネ
スのスケールが拡大することが予想される。なお、エリクソン氏は、 
11月末に東京で開催されるイベントのため来日することが決まっている。 
 


